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は じめ に

　本稿 は ， 目本教育心理学会を中心 に ， わ が 国最近 1年

の 教育心理学 ・臨床部門の 研究動向 と展望を記す 。

　取 り上 げ る研究ま た は テ
ー

マ は 次 の 手順に よ っ た 。ま

ず ， 『［本教育心理学会第45回総会発表論文集』臨床部門

に 属 する研究 。 た だ し ， 学校心理学 ， 教師 の メ ン タ ル ヘ

ル ス に 関す る研究 ， 障害 〔e．g．，　ADm ，　LD ，自閉症）， 社会

（友 人 関係，地域 ・階層 ・文化 ・歴史）， 成人 ・老人部門 に 属す

る研究は除い た 。

　次に ，
こ う し て 選択した 研究 の テ ーマ に 関す る研究 を，

1教育心理学研究』 50巻 3号〜51巻 2号 ， 「日本心理臨床

学会第22回大会 発表論文集』， 「心理臨床学研究」2〔｝巻 3

号〜21巻 2号か ら選択 し ， 取 り上 げた。

　次を特記 し て お く。除 い た も の の 中に ， 老人 ， 発達障

害 に 関 す る研究 ， ま た ， 学校心理学 に 関する研究 の 中 に

不 登校に関す る研究 ，
が 相 当量あ る。

　各研究 またはテ
ーマ は ， 次の よ うな臨床心理学の 体系

（野 島，199．　5，伊藤，1999，下 pl［・丹野，20nl．〔〕2，岡 村，2002，ド

山，2002参照 ） に したが っ て分類 した 。 （1）まず， 臨床心 理

学的対象認識 の 軸 と し て，  い わ ば横軸の異常心理学 と，

  い わば縦軸 の 発達臨床心理学 。 前者は病理 ， 後者 は発

達，の 認識軸で あ る 。   次 に ， 臨床心理学的対象関与 の

方法論 と し て ，   ア セ ス メ ン ト，   カ ウ ン セ リ ン グ 。 前

者 は 理解，後者は援助 ， の 方法論で あ る。（3）最後 に ，臨

床心 理 学的実践領域 あ る い は社会臨床心理学，で あ る 。

　視 角 は実践 へ の 示 唆 に 置 く。筆者が街 の
一

カ ウ ン セ

ラーで あ りた い と願 っ て い る か らで あ る。

対象認識の軸 1 ：病理一異常心理学一

対人 恐怖

　調査　中学生 を 研究協力者に ， 粟谷 ・本間 （2003） は ，

対人恐怖心性 尺度 の うち対人緊張因子 と ， 自己 愛傾向尺

度 の う ち 注 目賞賛要求 因 子 とが ，中 2 と女子 に お い て そ

れ ぞれ高 い こ と を見出 し， こ れ ら 2 因子 の 高低に よ っ て

4 群を設定 ， SCT に よっ て 特徴 を見た と こ ろ，対人恐怖

群 （対人 緊張高・注目賞 賛要求 低） に お い て
， 他群 に は 見 ら れ

な い 「恥ず か しが り屋」 「思 い 込 み が 激し い 」な どの 記述

を見出し ， 援助者は ， 本人 の 説明す る自分を そ の ま ま認

め た 上 で ， 何 が で き る か
一

緒 に 考え ， 側 に い て 支 え る こ

とが必要 ， と示唆す る 。 臨床の 基本 で あ る 。

　高校生 ・大学生を研究協 力者 に ，田井 伽 〔13）は ， 「リー

ダ シ ッ プ を と る」「精神的強 さ を も つ 」「明確な態度 を と

る」な どの 男倒 生期待を 過剰認知す る者 ほ ど，現在の 自

分 との 落差 が 広が り， 対人場面 で 当惑 した り，緊張 し た

り ， 集団に 馴染 めず に い る こ と を見出して い る。性役割

葛藤 ， 特に 男性性期待 の 過剰認知の点か ら ク ラ イア ン ト

を理解す る可能性が示唆 され る、

　事例　太田 （2003）は ， 見知 らぬ 人 と空間を共有し な け

れ ばな らない とき対人 恐怖的に な る の は 自然だが ， 対人

恐怖で な い 人は不安や緊張を 「こ の人は …だ か ら安全」

とオ
ーガ ナ イ ズす る能力をもっ て い る。 か くて対人恐怖

か ら の 回復は ， 他者 との 共存 に よ っ て も た ら さ れ る 動揺

をオ
ーガ ナイズ す る能力を身に つ け て い く過程，と も言

える 。 カ ウ ン セ リ ン グ場面は他者 （＝カ ウ ン セ ラ ー）との 対

面 とい う点で 緊張喚起的 で あ り，ク ラ イ ア ン トは 場面 を

オ ーガ ナイ ズ す る こ とが 求め ら れ る。こ れ が 上手 くい け

ば，面接外で の対人緊張をオ ーガナイ ズ して い くス テ ッ

プ と な る 。 と こ ろ が ， 対人恐怖 の クラ イア ン トは対人的

社交的 ス キ ル が不足 して い る こ とが 多 く， 面接場面 を沈

黙 が 支配す る よ うに な る と ， な か な か そ こ か ら抜 け出せ

な い 。そ の と き，ま さ に対面 して い るカ ウン セ ラーの こ

と に つ い て 尋 ね る こ と は，場 を 構造化 し ， 不 安 を緩和 す

る作用 が ある 。 対人恐怖大学生 の事例を通 して，こ れ に

対す る カ ウ ン セ ラーの 自己開示 が，対人 関係 の ス キ ル と

構造化 に役立 つ こ と を例証 して い る 。 対象理解 と対象援

助 とが セ ッ トに な っ た ， 説得的 な 技法論的検討 で あ る。

摂食障害

　調査　摂食障害者の 特徴 （自己 評 価） と して ，眞榮城 ・

齊藤 （20031 は，専門学校 ・大学
・社会 人 の 女性を研究協

力者 に ，自己受容感の 高さが摂食障害傾 向軽減要因 と し

て 機能 す る こ と，また ，摂食障害者は 自己受容感，容姿・

社交性 ・他者支援能力 の 評価 が 低 い こ と を 見出し て い る 。

そ の 苦 し み が 忍 ばれ る。

　 発達 的要因 と して，後藤佳代子 （2003 ）は ， 大学生 を研
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究協力者 に，男 子 の場合，自己 の 個別性 の 自覚 と い う孤

独感 の 発達 に 伴 っ て 摂食障害傾向を 帯 び る が
， 女 子 の場

合 ， f固別性 の 自覚の み で は説明 で きない こ と を 見出し て

い る 。

　 心埋
一
社会的要因 と して ， 齊藤・眞榮城 （20e3）は ， 専

門学校 ・大学 ・社会 人 の 女性を研究協力者 に，社会文化

的圧力 と して の体型 文化の内在化 が 食行動異常 を引き起

こ す重要変数で あ る こ と を 見出し て い る 〔社会・文 化的 要因

を考慮 しな い 臨床 は佃 人 に対す る 暴力だ ｝。

　 個人的嗜好 の 要囚 と し て ，加藤 〔2003）は ， 女性 に お い

て ， 甘み に 対 す る態度が食行動の 異常傾 向 と強 く関連す

る こ と，強い 痩せ 願望＋ 甘 み に対す る 嗜好 の 両価性が 食

行動 の 異常傾 向と関連す る こ と，精神的安 ら ぎを 与える

甘み の 対処方略 と して の利用 は食行動 の 異常傾向を高め

る可能性が ある こ と，を見出 して い る 。

　 以 上， 孤独感 ・体型文化 ・甘 み い ず れ も ク ラ イア ン ト

と語 り合え る （クラ イア ン ト理解 の）テ
ー

マ で あ る。

　事例　櫻井 ・櫻井 （2uu3 ）は，摂食障害男子大学生 に試

み た言語中心 の 療法 ・創作療法 ・運動療法 の 統合 の 試 み

を，春原 （2003）は，「過食嘔吐 モ ン ス タ ーと私」の 描画課

題 に よ り問題行動 （＝過食嘔 吐）を外在化 させ るグル ープ カ

ウ ン セ リ ン グ を，伊藤 伽 03） は ， 摂食障害 へ の 認知療法

の 適用 に つ い て （詳細 後述 〉，秋 元 ・鈴木 ・長野 （2003） は，

摂食障害者 の 母親 に 対 す る グル ープ ア プ ロ ーチ の 試 み を ，

そ れ ぞ れ報告 して い る。

自己愛

　 中学生 を研究協力者に，粟谷 ・本間 （2003前 出） は ， 葛

藤群 （対人 緊張高・注目賞賛 要求高） の 特徴と して ，元気 で 生

き生 き と同時に 両価的 で 迷 い
， を見出 し ， 「あな た は 望 ま

れ て こ の 世に あ る 1 とい うメ ッ セ
ージ を も っ て 向か い 合

う こ とが 援助 の 基本 と示唆す る 。 本群 に 限 らぬ 。

　高校生 を研究協力者 に ，高橋 （2eu3）は ， 親 の 養育を統

制的 と感 じ て い る女子 は ， 回避傾 向を もつ 自己愛 （で ある

対人恐怖 心†
’D が 高 く， 認 め て もら え な い とい う自己愛憤 怒

を感 じ て い る こ と ， を 見出 し て い る 。 親像は変わ ら ぬ ク

ラ イ ア ン ト と の 語 り の テー
マ で あ る。

　大学生 を 研究協力者 に ，小塩 （2002）は ， 自己愛傾 向が

高い 群 を， 2種類 の 自己愛
一

  誇大的で 攻撃的，自己中

心的で 他者の 反応 に 関心 を示 さ な い 群，  抑制的で 引き

こ も りが ち ， 他者 の 評価 や反応 に敏感な群一
に 類 した 2

群 に 分類可能 な こ と を見出し て い る 仕 記 の 高 nt“，　2003の
“wr

避 傾 向 を もつ 臼己 愛
”
は   に 相 当）。 臨床 的 に か ね て 認識さ れ て

きた こ とが ， 実証手続 き と デ
ー

タ の セ ッ トを得た こ とで ，

そ の 認識 （物 の 見 方 ・世界 の 整 序様式 ）の 確 か さ が 増 した 。

抑 うつ

　調査　小学生 （小 3〜6＞ を研究協力 者に ， 武田 （2eo3）

は ， 児 童期抑 う つ で は 口常場面 で の 他者 へ の高 い 攻撃性

が 特徴 だが ， 女 児に 比 べ て 男児 に お い て そ うで あ る こ と

を 見 出して い る。前段は ， 臨床的 に か ね て 主張さ れ て き

た臨床的に重要な 知見 で あ る 。

　 中学生 を研究協力者に ，黒田 ・桜井 〔20α3） は，友人 関

係に お い て ，関係 を通 し て 自己 の 成長 を目指す目標 と抑

うつ と の 負 の 関係 ， 性格 に つ い て 良い 評価 を得 る こ と を

目指す 目標 と抑うつ との 負 の 関係 ， 性格 に つ い て 悪 い 評

価を避け る こ と を 目指す 目標 と抑 うっ との 正 の関係 ， に

介在す る メ カ ニ ズ ム として ， デ ィ ス トレ ス 生成 モ デ ル と

ユ
ー

ス トレ ス 生成モ デ ル を検討 ， 後者 ， す な わ ち，目標

志 向性 が 対人 行動を通 し て ポ ジ テ ィ ヴな出来事 を促進

（な い し抑制） し，そ の 結果抑 うっ が抑制 （な い し促 週 さ れ

る ， とい うモ デル で説明 され る こ とを見出し て い る。例

え ば，「友達 と うま くや っ て い く」と い う目標の 場合， 「嫌

わ れ な い よ う に す る」で は な く， 「か か わ り方 を学 ぶ」「ど

う した ら好 か れ る か 考え る 」が 重要 に な る 。 「
…しな い 」

で はな く 「…す る」 の 重要性 は，脳科学的に も主張 さ れ

て い る 〔個 人 的 趣 味 で e．g．久保 田，2003 ）。

　関連 して ， 高木 ・七條 ・佐 々 木 （2〔脚 ， 七條・
高木・佐 々

木（LO〔〕3）は，小学校 高学年・中学生 を研究協力者 に ， 引 っ

込 み 思案児は，非引 っ 込 み 思案児 よ り不合理 な信念 を も

ちやす く， 過度 に 自分 へ の 注意 が向 け られ る こ と，自己

に 対す る認知 が否定的に な Oやす い こ と，他者 へ の 注意

が 向き に くい こ と，を見出 して い る。で あれば，なお さ

ら ， 「否定的評価 を受 けない ように す る」で は な く，「か

か わ り方 を学ぶ」「肯定的評価が 得 られ る こ と を考え る」

が 重 要 に な ろ う。

　高校生 を研究協力者 に，松岡 ・勝俣 〔LOo3 〕 は，自己 の

コ ン ピ タ ン ス を高 く認知 して い る者 の抑 うつ 傾向は低 く，

低 く認知 し て い る者 の 抑 うつ 傾向は高い こ と を見 出 し，

抑 うつ 軽減 に は，口常生活 を通 して コ ン ピ タ ン ス を適正

水準 まで 高 め維持す る こ とが 有効，と示唆 して い る。が ，

逆 も あ ろ う。

　大学生 を研究協力者に ， 伊藤 ・横 田 （LOOII） は，完全主

義 ・注 目欲求 ・自己期待 の 相互 影 響 を 見出す と と もに ，

不安 や 抑 うつ を直接予測す る の は 完全主義 ， 特に ， ミス

を過度 に 気 に す る 傾向 で あ る こ と を 見 出 し ， 完全 主 義 へ

の 介入 に よ る不安 や 抑う つ の 低減可能性 を示唆 して い る 。

が ， 逆 もあ ろ う e

　事例　津 田 （2003）は ， 性的罪悪 感 と結 び っ い た不安 を

抑 うつ 不安 として心 的に体験で き な い た め に 身体症状化

して い た ， と理 解さ れ る 事例 を通 して ，身体症状が こ こ

ろ の 痛み （抑 うつ 不 安 ）か らの 退 避 と して 用 い ら れ る こ とが

あ る こ と を例証 して い る。
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甘え

　調査　玉瀬 （2003＞は ， 大学生を研究協力者 に
， 甘えた

い 欲求の 強 い 人 ほ ど （相互独立 的 自己 観 に 対 して ）相互協調的

自己 観を も っ て い る こ と ， 甘 えられ た い 欲求 が 強 い 人 ほ

ど女性性 が高 い こ と，を見出し て い る 。 甘 え 尺度が生成

中で あ る 。

　事例　後藤雄
一朗 C2003）は，外画は職業人 と して の現

実適応を重 んずる大人と して の 姿を見せ な が ら， 内面 で

は幼児の よう に愛情を希求 し，根強 い 身体症状を訴え る

ク ラ イア ン トと の ，現実適応 を射程 に置い て 大 人 と して

の ク ラ イ ア ン トを尊重 し なが ら ， 子 どもの ような甘 え に

ふ れ る カ ウ ン セ リン グ過程を通 し て
， 甘 え を年齢や 環境

に即 して 実現 して い くこ とが 現実適応に関す る 重要な課

題 の 1つ と な り う る こ と ， を例証 し て い る。甘えられ る こ

と ， 甘え られ る対象 をもつ こ と は，か ね て か ら重要な精

神的健康 の 指標 だ っ た と 思 う。

対象認識 の 軸 II；発達
一

発達臨床心理学一

児童虐待

　調査　
一

般保護者 の 虐待認知 に つ い て ，中嶋 （2（lo3）

は ， 「身体に 煙草を押 しつ ける」な ど重度虐待 の 認知の個

人差は小，「叩 い た が怪我や痣は 生 じず」など軽度虐待の

個人差は大 ， 虐待認知度 は虐待重 度に対応 ， 「買 い 物 の

間， 乳幼児 を 車中 に 置 く」 な どす ぐに は 影響が 及ば な い

行 為で は虐待 と認知 しや す い 人 と そ う で な い 人 が い る こ

とを見出 して い る。常識 の 確証 で ある。

　虐待 の 通告 に つ い て ，梅原 （2（川3）は ， 児相へ の 通告経

路を次の よ うに 報告し て い る 。 福祉事務所 9 ％ ， その他

県市町村IO％ ， 保育 園 6 ％ ， 警察 9 ％，保健師 7 ％，医

療機関 IO％，幼稚園 ・学校11％，児童委員 2 ％，虐待本

人 4 ％， 家族 ・親戚11％ ， 近隣 ・知人16％， その他 3％ ，

不明 2％ 。 就学前児は 医療機関， 保健師 ジ 保育園 か ら，

小 学生以上 で は学校 ， 警察 ， 近隣 ・知人 か ら，が 多 か っ

た 。身体的虐待は医療機関か ら ， ネ グ レ ク トは 近隣 ・知

人 か ら ，
が 多か っ た 。 虐待本人 4 ％ に 注 目。虐待不安 が

主訴 の 方 に お会 い す る こ と も多い
。

　関連 し て ， 虐待不安 に つ い て，庄司 （2003）は，虐待不

安 に は 4 つ の 下位不安 （育 児行 動 の非統制感・虐待へ a）危機 感・

育 児 へ の 自身欠如感・育児拒否感 ）が あ り， 育児不 安 と は 異 な

る こ と，母性愛 ビ リ
ー

フ の
一部と関連をもつ こ と ， 抑 う

っ と 関連が高 い こ と ， を見 出して い る。虐待者 の 苦 しみ

が 伝わ っ て くる よ うだ 。 虐待者支援は ， 虐待対策の 不可

欠 の
一

部 で ある。

　翻 っ て ， 被虐待児 の 特徴 と し て，坪井 （2003）は，施設

入所被虐待児 の他者評定 に よ る特徴 と して ， 非虐待児 と

比 べ て，背景 に 怒 りの 存在 を感 じ さ せ る 非行 や 攻撃性 な

どの 外向的問題と ， 注意や 社会性な どの 行動 ・情緒問題

が 高い こ と を見出し ， 李   〕3）は，本人評定 に よ る特徴

と し て，
一

般児童生徒 と比 べ て ， 行動 ・情緒問題が 高い

こ と ， 特に 女子 に お い て 内向的問題行動 の 傾向が高 い こ

とを見出し て い る 。 臨床的に は ， 坪井 ・李 （2003）の ， 職

員は客観的 に 子 ど もの 問題 を捉え，子 ど も の 主観的な問

題 に 気 づ きに くい ， の 発見 が 重要。

　また ，橋本 ・金澤 ・小出 （2003） は ， 身体的虐待児 と ネ

グ レ ク ト ・心理的虐待児 との ロ ・テ ス トを通 して ， 前者

は情緒不安定が行動 に 顕在化し や す く， 後者は抑 うつ 的

で 目立 た な い こ とか ら ， 重 さ に気づ か れ ない こ と を示唆

し て い る。

　最後 に，青木 ・松本 ・内田 ・井上 ・
石原 ・森本 ・石井

（2003）は，家庭内暴力 と身体的虐待を トラ ウ マ として，乳

幼児期に PTSD を発症 した と思われ る事例 を通 して，乳

幼児期 PTSD の存在を見 出して い る。

　事例 被虐待児に対す る心理臨床援助 モ デル に は ，  

生活環境を治療的に 活用す る とい う考 え方 に 基 づ い た修

正的接近 と，   トラウマ に焦点 を当て て 行われ る個人遊

戯療法な どの 回復的接近 と が あ る 。

　大迫（2003＞ は ， ネ グ レ ク トに よ り非行傾 向を示す よ う

に な り，施設 に 入所 して い た小 5男子 の 事例を通 し て，

修正的接近 ＝ 環境療法 の 有効性 と必要性 とを例証し て い

る 。

　
…・

方 ， 安齋 （2DO2）は ， 回復 的接近 に お け る技法 の 工 夫

と し て，小 5 の 頃か ら性的虐待 を受け た 25歳女性サ ヴ ァ

イ ヴ ァ の事例を通 し て ， 記憶 の 再構成促進 の ため ， 被害

体験 を こ とばで 語 る従来の カ タル シ ス と は 異 な り， 内的

現象 の 表現 と し て 風景構成法 ・自由描画に よ る表出の 意

義 と有効性 と を例証 して い る 。

　松嵜・根本・古荘・奥山 （2〔｝〔〕3） は
，

い じ め に よ る PTSD

を伴 っ た小 5 不登校女子 の 事例 （松 嵜 ・根本 ・柴 田
・古荘 ・飯

倉，2〔）03 の 事例 3） を通 し て ， トラ ウ マ を直接扱わ ず と も ，

周囲の 理解の促進 ・本人 の 安心感 の 再形成 ・自信 の 回復

の 支援 を通 し て トラ ウ マ か ら の 回復 が は か ら れ る こ と を

例証 し て い る 。

　以上，トラ ウ マ との直接接触 を直接目的 と しな い とい

う点で ，よ り内科的で あ る 。 世の 心理 臨床に対す る見方

の 外科的偏 向 に 対 し，実践 に お け る専門家 の 健 全 さ が 示

さ れ て い る （矢 幡 （2003）に よれ ば，本邦 で も 1心 的外 傷 と回復』

で 著名な Herman ，　J．　L ．に よ る PTDS に対 す る記憶 回復 療法 は，

偽記憶症 候群 の 社会 問題化 を 介 して ，こ れ また 本邦 で 著 名 な認 知 心

理 学者 Loftus，　E．　F．に よ り論破 さ れ，破綻 して い る とい う）。

　 そ の 他，齋藤 ・石 田 （2003）の虐待 を受 けた 4 歳男子 と

の遊戯療法 ， 若井 （2003）の 全身火傷 を負っ た 小 3女 子 と

の 遊戯療法 の 報告 が あ る。
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不登校

　調査　まず ， 不登校を し た成人 は ど うな る ？　 桑代 ・

郷 間 ・森下 （200Z）は ， 社会適応し て い る不登校経験成人

を研究協力者 に バ ウ ム テ ス トを行 い ，心琿状態 が 不 安 定

な者の 存在 ， ま た ， 不登校期間 が 長 くな ると情緒発達 の

差 が 生 じる こ と，を見出 して い る 。 現下の 暖 助）体制 の

も とで の こ とだ ，と留保 し ，
（援跏 体制に つ い て再考す る

の が臨床 の 発想だ ろ う。

　次 に
， 不登校を し た中学生 は ど うな る ？　 霜村 ・小林

〔2003＞は，中学時不登校後，通信制高校在籍 ， サ ポート校

と称す る私塾で 学習支援 を受 ける生徒を研究 協力者に ，

中学 か ら現在 まで
一

貫 して 自己外向感 ・自己 親近感 の 低

い 生 徒 に と っ て は
， 学習 へ の 自信が 自己外向感の 向上 と

関連す る こ と，生徒 と教師と の 物理的接触が回復期 に 重

要な こ と ， を見出し て い る 。 学習支援は従来やや もすれ

ば 等 閑 に 付 され て い るが ， と同時に ，
こ こ ろ あ る臨床家

は か ね て か ら強調 し，縦横 に 行 っ て き て い る こ とで あ る

（c．g，、後 述松嵜 ・根本 ・柴 田他，2003）。

　で は
， 本人 か ら見た 不登校乗 り越 え要因 は ？　 今出

（2003 ）は，不登校を経験 し た20代 半ば の 男性 を研究 協力者

に ，
PAC 分析 に よ り ， 不 登 校を 乗 り越 え て い く上 で 重要

な要因 として ， 友人や母親 との 母性的な か か わ り，自分

の 価値 意識 と父親的な か か わ り， 学校関係 との 人間関係 ，

を見出して い る 。

　そ の 際，周 囲 か らの 再登校 へ の 働 き か け の 時期 は ？

佐藤昭雄 （2003） は，想定 しが ちな新年度 ・新学期 よ り，

学期 ・学年末 の 終業式や そ の 直前の 行事 が 有効，と提言。

すで に臨床家の知恵に な っ て い る と思う。

　それ に して も， 周 囲 と 言 えば母親 ！　 宇 野 （2003） は ，

不登校児 をもつ 母親 が 相談 ・援助機関 に かかわ る以前 に

感 じ る ス ト レ ス に つ い て ， 年齢 が 高 い ほ ど援助 を 得 る こ

と に 抵抗感 が ない こ と， 仕事 をもっ て い な い 方が夫 ・家

族 に 対す る否定的感情が強い こ と，家族や 周囲 か ら援助

を得られ ず に ス トレ ス を感 じて い る ほ ど早 い 段階で機関

に か か わ り を もつ こ と，子 ど もが 最高学年 （小 6 ・中 3 ・高

tl）で 不 登校に な っ た と き に ス ト レ ス が 高い こ と ， を見 出

して い る。母親が，原因 と して指弾 の 対 象で はな く，変

化 の エ ージ ェ ン トと して サ ポートの対象で あ る こ と は言

う ま で も な い
。 が ， ま だ ま だ何度 で も 言わね ば な ら な い

か も し れ な い 。

　最後に ， 不登校傾向と学校や親 との 関係 。 ま ず ， 学校

との 関係．原 （2003） は，子 ど も が 学校か ら離れ る 力 （斥

力） と学校 に 向 か う力 （引 力 ） に な っ て い る と 考 え ら れ る

事柄 に っ い て ， 中学生 ・保護者 ・教師の意識の ズ レ を 見

出 して い る 。 斥力 つ い て ， 保
．
護者 ・教師 は 「い じめ っ 子」

「嫌 な 行事」 な ど特定 の 事柄 を，中学生 は 「疲 れ て い る」

「眠 い 」な ど漠然 と し た事柄を考 え る。引力 に っ い て は，

三 者と も まず 「友 人 」 を 考 え る が
， そ れ に 次 ぐ も の と し

て，中学生 は 「高校進学」「将来の た め 」な ど 目的的 な事

柄を考 え る の に 対 し，保護者 ・教師は 登校す る の は 「当

然」 と し て特定の事柄 を考えな い 。よ くあ るズ レ をその

ま ま浮 き彫 りに し て い る 。

　次に ， 親 との 関係。五十嵐 ・萩原 （20031 は ， 中学生 を

研究協力者に 父親へ の 愛着と の 関連を調査 し
， 不登校傾

向低減 に は ， 概 して幼少期に 父親に 不信 ・拒否感を懐か

ず，安心 ・依存で き る 愛着関係 を 築 い て い る こ と ， し か

し ， 情緒的混乱 と考え ら れる精神 ・身体症状 を伴う不登

校傾向 の 低減 に は ， そ う し た関係よ り，子 ど もが 分離不

安 や 不信 ・拒否感 を懐 か な い 育児 を父親が 行う こ と ， が

重 要 で あ る こ と を見出 し て い る 。続 い て 萩原 ・五
一
卜嵐

（ZO（）3）は ， 父母 の相違 に つ い て検討し ， 従来通 り，幼少期

に お い て は 父親よ り母親 との 愛着 関係 が 重要 で あ る こ と

を見出し て い る 。 しか し ， 父親 の 意義が い ささか も減ず

るもの で は な い 。

　事例　まず，主 として 本人 へ の 援助 。 和田 （2003） は ，

学校に も家庭 に も居場所 の な い 小 5不登校女子 が，病院 の

心理室 をシ ェ ル タ ーの よ う に活川 した 事例を報告 して い

る。松嵜
・
根本 ・．占荘他 （20  3，前出） は ， 小 5不登校女 子

の 事例を 通 し て ， ク ラ イア ン トの 心身 の 成長 な ど時間経

過 も改善 の
一

要因 として 大 きな意味をも ち ， そ の 1 つ の

転機 と し て 進学 が あ る こ と を例証 して い る。医聖 ヒ ポ ク

ラ テ ス の昔か ら，臨床最大の味方 が 時間で あ る こ と は変

わ りな い 。秋庭 ・井澤 ・鳥越 （2003） は ， フ リース クール

に 通 う高校生を研究協力者に ロ
ー

ル レ タ リ ン グを行 い
，

心 理的サ ポート と して 有効な こ と を 例証 し て い る。

　次 に ， 主 と して母親へ の援助 。 鴨沢 （200S）は 中 3 不登

校 女子 の 母親 と の 面接を ， 小泉 （2c｝o：一｝）は ア ル コ ール 依存

症 の 父親を も つ 高 2 不登校女子 と そ の 母親 との 面接 を報

告 し て い る。

　グル
ープ ア プ ロ ー

チ と し て ，上原 （2003）は，カ ウ ン セ

リ ン グ キ ャ ン プ を紹介 し ， 再登校21％ ， 改善傾向68％ ，

変化無11％ と報告 して い る。裏 ・樋 口 ・阿部 ・池田 （2UU3）

は， 不登校 生徒 の グル ーブ ア プ ロ ーチを報告 し， 個と集

団 の 展開の バ ラ ン ス を， タ テ （個別化 ） と ヨ コ （社会化）の

均衡 と して 考察 して い る。

　最後 に ， 適応指 導教 室。甲木 ・岩 田 ・中村 （2  03） は ，

適応指導教室類似事業 の 10年 を考察 し，居場所 か ら個 々

に 応 じた 教育 を提供 で き る場 へ ，そ し て 臨床 と小 集団教

育 の 場 へ の 変化 を素描 し ， 適応指導教室 の充実 は も う 1

つ の 学校を つ くる 恐 れ と な る，と考察 す る。子 ど もの ニ
ー

ズ に 合 っ た もう 1 つ の 学校が で き る の は い い こ と と 思 わ

れ る の だが …〔そ れ を受 け容 れ る社会 的素地 が ま だない 、と い うこ
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とか
…）。

対象関与の方法論 1 ：理解一
ア セ ス メ ン トー

　診断基準 の 検討 と し て ，青木他（2003，前 出）は ， 乳幼児

期 PTSD 診断に お け る Scheeringa，＆ Zeanah の 診断

基準 の DSM −IVに 対す る優位を例証 し て い る。

　新尺度構成 と し て ， 佐藤 ・丹野 （2UO3＞ は ， 対人場面 に

お け る 自己 へ の 偏 っ た注意 が 不安感増大や 遂行低下など

対人不安 の 維持因子 と して働 く とい う認知行動 モ デ ル に

基づ き ， Woody ，　Cambless，＆ Glass の 対人場面 で の 焦

点的注意 を測 定す る Focus　 of　 Attention　Questuinaire

をも と に，状態版焦点的注意尺度の 作成 を試 み て い る。

　 また ， 齊藤 ・眞榮城 （2003前 出 ） は，女性 自身 が 社会的

に是認 された美 の 基準を どの よ うに認知 ・受容して い る

か を測定する Heinberg，　 Thompson ，＆　Stromer の

Sociocultural　Attitudes　Toward 　Appearance　Questi−

onnaire の 妥当性 を検討 し ， 体型 文 化 の 内在化 ， 社会的手

段と し て の体型 ， 他者の体型認知 の 3 因子を見出 して い

る 。

　 既存 ツ
ー

ル の 指標探索 と して ， 佐野 伽 03）は ， 専門学

校生 を研究協力者 に コ ラージ ュ を作成 して も らい ，集団

に 溶 け込 めない 悩 み が 高 い 群 は 型通 りに 切り抜か な い こ

と
， 生 き る こ と に 疲 れ る悩み が 高い 群は対象の

一
部 を切

断して 用 い な い こ と ， 自分を統制 で きな い 悩 みが 高い 群

は 自然風景 の 切 り抜 きを用 い な い こ と，を見出し て い る 。

コ ラージ ュ に お け る指標研究で あ る 。

対象関与 の方法論 II：援助一力 ウ ン セ リン グー

基礎論

　主体変 容的方法　鶴 田 （2003a）は ， 研究者が対象 に 影響

を及 ぼ さ な い よ う距離を取 り， あ た か もそ こ に い な い か

の よ う に観察 ・測定 ・記録す る客体観察的方法 に 対 して ，

相手 の 運動や変化 と密着 して 自分自身を変化さ せ調節し

なが ら相手 を理解し て い く方法， す な わ ち ， 黒 田 正典の

主体変容的方法 の 実践者 として，動物学者 。間直之助を

浮 き彫 りに し て い る。 こ れ こ そ臨床実践方法論の 基本だ

ろ う （佐 治 ・岡村 ・保 坂，1996，岡村，1999）。 同時 に ， 間は ，

行う者は語らず ，
の 範例で もあ る。鶴 田 く2003b） も参照。

　治療的 splitting 　羽 間 （2002）は ， 非行少年 と の事例 を

通 して ，カ ウ ン セ ラーは，対象関係 の 分裂 した ク ラ イ ア

ン ト と と もに い よ う とす る と必然的 に Good　Objectと

Bad 　Objectと に
“

引き裂か れ る
”

こ と，治療関係発展 の

ため に は こ の 分裂 を保持 し な くて は な らな い こ と，また ，

カ ウ ン セ ラーは ， ク ラ イ ア ン トの 言動 が み ず か らの規範

意識 や 価値観 と相容 れ ず，厳 し い 葛藤 を 感 じ て
“
引 き裂

か れ る
”

こ とがあ る こ と ，
こ の とき，ク ラ イ ア ン トを共

感的に理解 した い 思 い と
，

ク ラ イ ア ン トの 言動 と の 対決

との 分裂 を保持す る こ とが 重要で あ る こ と， を例証 し，

治療的 splittingと概念化 し て い る 。 最近 1 年の 臨床部門

に お け る 最 も オ リ ジナ ル な 貢献 と思 う。行 うが ゆ え に 語

れ る ， の範例 で もあ る。

　融通無碍　鴨沢（2001，前出）は ， 中 3不登校女子 の 母親

と の 面接を通し て ， あ え て 構造 や 構 え を 1 っ に 決 め な い

こ と， ク ラ イア ン トの ニ
ーズ に柔軟か つ 的確に 反応 して

解決 を 図 る こ との 重要性 を学ん だ こ と を述べ て い る。何

度で も学び直す重要事項 で ある。

　傾聴 　原田 （2003） は，グ ラ ウ ン デ ッ ド ・セ オ リー・ア

プ ロ
ー

チ に よ り， 人が他者の悩み を聞 く際 の 発言 カ テ ゴ

リーを抽 出 し ， 自分 の 体験 を開示 した り，問題を受容す

る よう促 した りす る点 に ， 臨床面接や援助技法 と は異

な っ た 日常的 な 相談 ・援助の あ り方 を 見出 し て い る e 面

接や技法の 理念に 照 らせ ばそ うか もしれ ない 。 が ， 現実

に 照 らせ ば ど うか ？　 専門家が 現実 に 行 っ て い る こ と は

ど うか ？

　青木 （2〔〕D3）は，シ ス テ ム ズ ア プ ロ
ーチ で は，行為自体

が 行為 の 意図 の 達成を阻む 現象を行為の 意図せ ざ る結果

と呼び，こ れ を偽解決や問題維持 シ ス テ ム と見，悪循環

を起 こ して い る シ ス テ ム に 介入す るが，聴 くこ と自体が

悪循環解消 に 効果 あ る可能性を例証，Bateson，　G．を援

用 し て ， われ わ れ が 最も普通に学習 と 呼ん で い る学習 1

に対 して ， 経験 の集積 として の 自己 ・態度 レ ベ ル で の学

習 IIの 水準 で の 聴 くこ と が 悪循環 の解消に効果的 ， と考

察し て い る 。 臨床的に聴 くこ と の再評価 ・理論化 で あ る

（岡村，2DO3参 照 ）
。

技法論

　認知行動療法　杉浦 （2002＞は ， 問題焦 点型対処方略 と

思考 の 制御困難 性 と の 関連 に 関す る研究 を通 し て ， 認知

行動療法 で 心配 の 得失を考え る際 ，

一
般論 と し て 心配 の

得失を列挙す る の み な らず ，
こ の 状況 で は こ の くらい 考

える と効果的 ，
こ れ以上考 える と苦痛 が 増加 す る，と い っ

た評価 に 基づ い た 介入 の必要性 ， また ， 完全主義的目標

の修正 の 重要性を 示唆 して い る。

　 桃 井 ・大 島 ・大 澤 （2〔）03）， 大 島 ・桃 井 ・大澤 （2003＞

は，公的 自意識 の 高い 人 は 問題焦点型対処方略 の み が採

用 さ れ る傾 向が強 い こ と を見出 し （私 的 自意識 の 高い 人 は情

動焦 点型 を 中心 に ，問題解決型 ，同避・逃避 型 も採用 ），対処 レ パ ー

トリ
ー

増加 を目的 と し た 面接 が 解決 の
一助 ， と示 唆 して

い る 。 青木（2003，前出）に 倣 えば ， 学習 II水準 で の 援助で

あ る。

　 伊藤 （2eo3， 前 出）は ， 摂食 障害 の カ ウ ン セ リン グ に お い

て ， 合 意 さ れ た 目標が 何 ら か の 具 体 的 な 問題 の 解決 で あ

れば，認知療 法 の 適用 が 効果的 で あ りうる が ， 探索的な
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目標 で あ る 場合な ど は ， そ れ に 沿 っ た 別 の 方法 の 方が む

しろ効 果的， と例証 し て い る。方法論先行に対す る妥 当

な戒め で あ る。

　外在化　問題 の 外在化 は ， 問題 を
“
虫退治

”

の よ う な

メ タ フ ァ
ー

で 本人 か ら切 り離 し て 外 に 位置 さ せ
， 問題 に

向き合 い やす くす る 技法 で あ る 。

　三栖 ・⊥：藤 （2UO3） は ，認知構造 に つ い て の 近 似的情報

を外在化す る技法 と して教科教育 に お い て研究 され て い

る概念地図法を ， メ タ フ ァ
ーを用 い な い 問題 の 外在化 と

位置づ け ，

一
例報告 を行 っ て い る 。

　小林（20e：1）は，人 の さ ま ざまな側面 を準人格化 して ニ ッ

ク ネーム を つ け た サ ブ パ ーソ ナ リテ ィ
・トラ ン プ を用 い

て，Iam “

切れ屋
”

．で はな く， Ihave
“
切れ 屋

”

．を意識

で き た こ とで ， 衝動 を コ ン トロ ー
ル で き る よ う に な っ た

小 5男子 の 事例 を通 して ， サ ブパ ー
ソ ナ リテ ィ

・トラ ン

プ の 有用性 を例証 して い る。

　他 に 春原 （2〔）03，前 出） が あ る。

　母子同
一

カウ ン セ ラー　小泉 〔2003．前 出 は，高 2 不登

校女子 とそ の 母親と の 面接 を通 じて ， 母子 「司
一

カ ウ ン セ

ラー
， 面接に 現 れ な い 父 の 存在を活 か す こ と ， を め ぐっ

て 考察 して い る 。
つ ね に 旧くて新 し い テ ー

マ で ある。

実践領域一社会臨床心理学一

教育領域一教育研究所 ・教育相談室一

　中村 ・
大野 ・中市 （2003） は ， 今後 ， 公的教育研究機関

（公 t
’
1／　a）　bl育研 究所・教育 セ ン タ ー等総称 ） は

，
ニ ーズ に 応 じ た

訪 問・巡 回相談 の 実施 ，
IT を活用 した教育相談活動 の 展

開， 地域 に お け る 心 理 教育 的援 助 サ ービ ス の コ ーデ ィ

ネ
ー

トセ ン ターと して の役割 ， 教育相談 員等 と教職 員 と

の 合同研修会 の 実施 ， 適応指導教室 の 企 画 ・運営 と連 携

活動な ど ， 子 ど もや家庭の ニ
ー

ズ に 応 え る取 り組み を行

うた め の 地域 の総合教育研究 セ ン タ
ーと して 活動 を行 い

た い ，と提言 して い る 。

　原 田 ・山田 ・
谷円 内 （2003） は，教育 セ ン ターの夜間 ・

土 日開室 へ の 利用者の ニ ーズ を報告 して い る。

司法領域

　調査　藤野 （200Lt）は ， 鑑別所入 所 ll1の 男子非行少年 を

研究協力者に ， そ の 交友関係 は うわ べ を取 り繕 っ た そ の

時そ の 場限 りの もの で は な い こ と を 見出し ， 不良交友 を

絶つ に は ， 非行に従事し な い 者 との 交友 を展開 で き る と

の 実感が も て る こ とが 重要， と 示唆 し て い る。

　中島 （200i！） は
， 少年院仮退院を控え た

“
非行少女

”
を

研究協力 者に 心 理 書簡法を行 い ，現在 の 自己 ・他者関係

の 認知 が 立 ち 直 りの 際重要， と 考察 し て い る C非 行少女
”

で は な く
“
女 子非行少年

”
だ ろ う〕。

　門本 （2  03）は ， 鑑別所人 所者を研究協力者 に ，自殺企

図歴 が 精神科青年期患者な み （北村，1987）で あ る こ と を見

出 し て い る 〔そ れ ぞ れ，企 図 歴 有 ：lL7 ％，約 1 割，複 数 回 ：

4s％ ，
・i1％ ｝。

　事例　少年院 に お け る三 栖 ・工藤 （2003t 前 出 ，保護観

察所 に お け る羽間（20U2，前出）の ほ か ， 家裁に お い て佐藤

克 （20a3 〕は，抑 うつ 的な こ こ ろ の 痛 み に 対す る防衛機制

と して の 非行 ， と の 理解 か ら，
こ の痛み を も ち こ たえさ

せ る holding　environment と し て の 補導委託 の有効性を

例証 し て い る 。河野 （2003）は ， 娘の 非行 に 翻弄 さ れ る両

親 と の 面接を報告し て い る．

福祉領域
一

入所施設に おけ る援助一

　大迫 （2003， 前出） は，人所施設 に お け る 環境療法 の 有

効性 と必要性を例証 し て い る。

　 また，齋藤 ・石田 （2003，前：m は，施設入所児 と施設 内

で 遊戯療法 を 行 う と き， 構造．卜日常 と非日常の 境界が曖

昧 に な る可能性に対 し ， 職員 と の 連携 に よ り問題を解決

し，む し ろ 効果的 に 活 か す 方法 を模索 し て い る 。

産業領域

　事例 と して ， 後藤雄
一

朗 （2003．前 出 ） が あ る 。

医療領域一
小児科

一

　松嵜・根本 ・柴田 他 〈2003，前 出 ） は，学校で の 問題 が 大

き く関与 して い る と思わ れ る事例 に 対 し， 小児科医の診

療 に 加えて 臨床心理士 が カ ウ ン セ リ ン グ を行 い ，必要 に

応 じ て学習面で の 支援 を実施 した事例 を通 して ， 学習支

援 の 有効性 を例証 して い る 。 松嵜 ・根本 ・古荘他 （2003，

前 出） も参照。

　安立 ・黒川 ・河野
・
國松 ・植田 （LOo3＞ は ， 小 児科領域

に お け る 心理臨床 的か か わ りの 実態 と意識 に つ い て ， 小

児科医お よ び心理 臨床家 が それぞれ どう捉 え て い る か を

知 る こ と を通 して ， 小 児科領域 を訪れ る 親子 に対 し小児

科は ど の よ うな ア プ ロ ーチ が可能な の か 検討 す る と 予告

し て い る （予告 が 論 文 の 内容 と は D 。

　山 N ・山 田 ・後藤 伽 03） は，遺伝 f疾 患 の 子 をもつ 母

親 との カ ウ ン セ リン グを通 して ， 臨床心 理 士 は 医学的専

門知識をも ち な が ら も， 疾患を突 きつ け られた ク ラ イ ア

ン ト （N 親） と 同 じ視点 で 医療 に 向 き 合 っ て い く必 要性 を

例証 して い る 。 実践 の 基本に プ レ が な い 。

おわ りに

　研究 偖 ）へ の 期待　以 上 ，街 の
一カ ウ ン セ ラ

ー
と し

て，実践 へ の 示唆 の 視 角 か ら簡潔な紹介 と コ メ ン トを試

み た。こ れ らは ，
こ れ まで の 臨床知見を ， 直接 実証 した

り ， 実証 され た事実に 基 づ き 示唆 し た り，新 た に 概念化

した り， 重 ね て 例証 した り ， な ど し て い た 。 積極的 に 言

え ば， こ れまで の 実践 が 支持 さ れ ， こ れ か ら の 実践 が 励

ま さ れ た。
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　が，こ れ まで に 対す る 反証が 1つ も な か っ た 。 新たな物

の 見方 ・世界 の 整序様式 が な か っ た。消極的 に 言 えば，

従前の実践 を改訂す る必要 を迫 られなか っ た 。 人 に は当

然 の 限界が あ る が ゆ えに ，他者 の 研究 や 実践 に 学び ， よ

り
“

よ い
”

実践を目指す ， か らすれば ， 物足 りなか っ た。

時間を無駄 に し た，と も思 えた （面 接 して た 方 が よ か っ た ）。

読み 取 り ・読 み込 み不足 か 。 積極的に言え ば， 目前の ク

ラ イ ア ン トや ス
ーパ ーヴ ァ イ ジーか ら学 ぶ こ と の 優位を

確認さ せ られ た 。

　だ が ，短 い 人生 を，基本的 に 目前の ク ラ イ ア ン トや ス
ー

パ ーヴ ァ イ ジーに学びつ っ 自分 の 身
一

つ で 歩む街 の
一カ

ウ ン セ ラ
ー

と して ，み ずか ら の 経験の 歪 み や 狭さ を，ク

ラ イア ン トや ス
ーパ ーヴ ァ イ ジーと は別の視角か ら矯正

し て くれ る研究 偖 ）へ の 期待は （あ劇 〕に も）大 きい 。

　そ して ， 最初 に 記 した積極的意義を低 く見積もる こ と

もで きな い 。変化は，生 じた と き に 気づ くくらい 静か に ，

し か し ， 生じ た と き に は後戻 りで き ない くらい 確実 に
，

起 き て い る と思 う。

　テ
ー

マ または研究　そ の
一

つ が ， テーマ が 社会的＝ L　u一

ズに 応 じ て い る こ とだ 。 が ，
こ れ に も二 面 ある。一

面 は，

そ れ は 当然。と て も大事。学問 と し て も 。 ア ク チ ュ ア ル

な実践学 と し て の臨床 と し て も 。

　 も う
一

面は ， 相変わ らず 。
こ れ に も二 面あ る。一

面 は ，

相変わ らずの テ
ー

マ 。もう
一

面 は，相変わ らず世の 中次

第 か 。最近 な ら，老人 の 激増は歓迎 だ が ，
い じ め の 激増・

激減は疑問。

　個 々 の テーマ 内で は
， 研究協力者 や テ

ー
マ に 偏 りな い

予定調和が 見 ら れ た 。 が ，
バ ラ バ ラ と も言え る 。

　論文の 体　論文 と して 読 もう とす る と，論文 の 体 をな

さぬ 発表 が 散見 された 。 問題 ・目的 ・方法
・結果

・考察

と い う表 現 上 の 形 式踏襲の 問題 で は な く ， そ う した 思路

の 欠如が うか が える ， の で あ る。読 み やす い ≒ で きる，

と感じ さ せ られ る発表 とそ うで な い 発表 との 懸隔の 大き

さ に は愕然 とす る （内容評価 とは 別問題）。 臨床は ， 人 を愚 か

に す る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 実践 学 で は な い は ずだ （賢

くす る訳 で も な い が ）。

　 ま た ， お よそ研究 と して の実を備 えて い な い 発表 もあ

り， 暗澹 （そ れ で も，い い と こ 取 りの 紹介を しt：）。

　臨床的示唆　そ ん な中で も，臨床的示 唆の 記述 は あ り

が た い。街 の
一カ ウ ン セ ラーと し て は，実 は，高度 な概

念 レ ベ ル の事柄 は 読 み 取 りに くく， む しろ ， 実証 さ れた

事 実 か ら の 臨床的示 唆 の 方 に 関 心 が あ り ， か つ
， 読 み 取

りやす くもあ り，そ こ を中心 に 紹介 した。

　 中に は ， あ っ て しか る べ き示唆が欠如 して い た り， 結

果 か ら示 唆 へ の 飛躍 が 大 きすぎた り， 結果 に基 づ く要も

な い
一

般 論 に 惰 して い た り，もあ る。論理 の 問題 で は な

く，倫理 の 問題 と して ， 次の こ とに繋げた い
。

　実践 と研究の 倫理　臨床部門の 研究 は，臨床的示唆な

し で は ，
い か に 基礎的研究で あ っ て も，研究協力者に対

し て ， 実施 が 正 当化 さ れ な い ，と思 う 。 質問項目た っ た

1 つ に 被爆 さ れ る こ と に よ っ て
，

こ れ まで 考え た こ と も

な い こ と を考え させ られ，直面 さ せ ら れ，場合 に よ っ て

は それ が外傷 となる 。 こ れが 臨床の セ ン ス で あ り， そ れ

は研究 と実践 と を問わ な い
。 臆病 に なる こ と で はな く，

畏敬の念を もっ て い る か ど うか だ。論 文 の 体を な さ ぬ の

も，研究 と し て の 実を備え な い の も ， 論理的飛躍も， 結

果 を大事 に しな い
一

般論へ の転落 も， 研究協力者 の 協力

へ の 不 誠実 ， と思 う。

　尺度 　不誠実 と 言 え ば，紙幅の 関係か ， 使用 尺度が 屠

名ゆ え に か ）明記さ れ て い な い 発表 もあっ た 。

　 また ， 汎用さ れ る研究尺度 は ， 原著者また は 第 三 者 に

よ っ て 10年単位 で 検討 され続 け，賞味期限切 れ に な ら な

い こ とが 望 ま しい と 思 っ た 。

　ア ナ ロ グ研究　児童虐待 ， 不登校を除 き，非臨床群 を

研究協力者 と した ア ナ ロ グ研究 が 多 か っ た の は ， 渉猟 し

た 研究の 範囲で は あ き ら め る こ と とす る 。

　研究方法論 の 批判 的検討 へ の 期待　最後 に，今後の レ

ヴ ュ
ーに お い て は，研究方法論 に 焦点を当て た批判的検

討 を期待す る，と記 し て終わ りた い
。
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